
資料２－３

津山のスマートシティを考えるワークショップ概要

開催日：令和４年１１月２７日

場 所：アルネ津山４階地域交流センター

参加者：１３名

（１０代・２名、２０代・１名、３０代・３名、４０代・４名、５０代・２名、６０代・１名）

当日の流れ

・自己紹介

ニックネームの名札を作成し、ワークショップの間はニックネームで呼び合う。

・ペルソナの説明

３名のペルソナを設定し、グループごとに１名のペルソナの日常を考える。

・日々の課題の洗い出し

ペルソナの起床から就寝までの日々の生活を書き出し、行動の困りごとを洗い出す。

・課題のグループ化

困りごとの内容が近いものをグループ化する。

・グループ内で解決したい困りごとを選ぶ

一人４票をもって、解決したい困りごとに投票し、４つの困りごとを選出。

・解決したい困りごとの解決策を考える

ドラえもん（空想上の道具や仕組み）、津山の特徴、法律・ルール・仕組み、デジタル

技術・アプリケーションの４段階に分けて考え、ドラえもんからアイデアを出していく。

・投資したいアイデアに投票

１億円の資金を持っていると想定し、投資したいアイデア４つに投票し、得票の多いア

イデアを３つ選定する。

・個人でコンセプトポスターを作成

選出された３つのアイデアをベースにコンセプトポスターを作成しグループ内で発表。

・グループでコンセプトポスターを作成

個人で作成したコンセプトポスターのアイデアの内どのアイデアを取り入れるか検討。

・グループで作成したコンセプトポスターについて発表



グループ A
アイデア名

デジタルでつながるみんなで子育て

困りごと／ニーズ

忙しい。多世代交流のきっかけがない。病院の混雑状況がわからない。どの病院に行けば

よいかわからない。

目的／狙い／提供価値

お金は働いてもうける。地域活性化。スムーズに予約が行える。オンラインで一次診療が

できる。

コンセプトデザイン

地域行事や家事の手伝いにお手伝いポイント（仮称）を付与する。

病院をデジタルで探す仕組み。

通院→診療→支払い→薬の受け取りの流れをスムーズに。



グループ B
アイデア名

好こやか TSUYAMA
困りごと／ニーズ

老後も元気でいたい。健康老人を増やす。

目的／狙い／提供価値

健康寿命を長く。医療費削減。

コンセプトデザイン

友だちと健康づくり。コミュニティづくり。コミュニティ創出。

行政と医療の連携。



グループ C
アイデア名

さくら PAY
困りごと／ニーズ

津山市民が市内のお店を知らない。お金はないけど好きなものを楽しみたい。

観光客が観光情報を受けづらい。地域内での経済循環がうまくできていない。

目的／狙い／提供価値

津山市民に市内のお店を利用してもらえる。ボランティア活動等でポイントがたまる。

観光客を増やす。地域循環。

コンセプトデザイン

市内のお店などの利用でポイントがたまる。ボランティア活動でポイントがたまる。

他の決済サービスと連携する。

津山市の様々なことがスマートフォン一つで実現する。


